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白

波

－
盗
賊
異
名
　
の
　
成
立
－

原

卓

　

志

後
漠
末
中
平
元
（
一
八
四
）
年
、
張
角
を
頭
目
と
し
て
太
平
道
を
唱
え
た
一
党
が
乱
を
起
し
た
。
そ
の
数
、
数
十
万
人
。
皆
黄
色
の
巾

を
付
け
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
乱
を
世
に
黄
巾
の
乱
と
い
う
。
皇
甫
嵩
に
よ
っ
て
乱
は
平
定
せ
ら
れ
る
が
、
残
党
は
山
西
省
扮
城
県
の
東

南
、
西
河
の
白
波
谷
に
拠
り
、
周
辺
を
荒
し
た
。
こ
れ
ら
の
賊
を
そ
の
拠
点
に
ち
な
ん
で
白
波
の
賊
と
呼
ん
だ
ら
し
い
。
こ
の
事
件
は
後

漢
書
霊
帝
紀
に
詳
し
い
。

本
邦
で
も
古
来
こ
の
事
件
は
有
名
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
故
事
を
も
っ
て
盗
賊
を
白
波
（
バ
ク
ハ
）
、
或
い
は
訓
読
し
て
シ
ラ

ナ
ミ
と
称
し
て
い
る
。
文
安
二
二
四
四
五
）
～
三
年
頃
に
成
立
し
た
堵
襲
抄
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

盗
人
ヲ
白
波
ト
云
ハ
何
事
ソ
。
後
漠
孝
霊
皇
帝
中
平
元
年
、
張
角
ト
云
老
董
天
ト
名
ヲ
揚
テ
、
黄
ナ
ル
巾
ヲ
蒙
ル
名
相
六
万
人
ヲ
相

（

1

こ

　

　

　

　

　

〓

二

こ

－
随
テ
謀
叛
ノ
巧
ム
二
、
皇
甫
崇
ト
云
老
是
ヲ
破
リ
ヌ
。
其
飴
党
共
西
河
ノ
白
波
谷
ト
云
所
這
レ
店
テ
、
諸
国
ヨ
リ
上
ル
財
宝
ヲ

掠
メ
取
リ
ケ
リ
。
時
ノ
人
、
是
ヲ
白
波
賊
ト
云
。
此
ヨ
リ
始
メ
テ
盗
人
ヲ
白
波
ト
ハ
云
也
。
仇
和
語
ニ
シ
ラ
ナ
ミ
ト
云
也
。
凡
ハ
白

．
波
ヲ
ハ
海
賊
二
用
ヒ
、
緑
林
ヲ
ハ
山
賊
二
仕
ト
云
ト
そ
、
山
立
ヲ
シ
ラ
ナ
ミ
ト
云
侍
へ
リ
。
（
以
下
略
）
　
（
慶
長
十
六
年
写
大
東
急

記
念
文
庫
蔵
本
巻
第
一
．
・
句
読
点
は
私
に
附
し
た
）
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又
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
滝
沢
馬
琴
の
燕
石
雑
志
巻
之
四
、
松
屋
久
重
の
松
屋
筆
記
巻
三
十
七
に
も
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

○
白
波
、
緑
林
の
故
事
に
よ
り
て
、
盗
賊
を
し
ら
な
み
と
唱
へ
、
み
ど
り
の
は
や
し
と
い
ふ
は
、
し
か
る
べ
し
。
こ
れ
を
真
名
に
自
浪

と
書
く
と
き
は
、
そ
の
義
に
称
は
ず
、
真
名
に
は
白
波
と
書
く
べ
し
。
又
盗
賊
を
、
今
俗
は
ど
ろ
は
う
と
い
ふ
。
（
以
下
略
）
　
〈
有

朋
堂
文
庫
所
収
燕
石
雑
志
に
よ
り
、
ル
ビ
は
省
略
す
る
）

○
白
波
緑
林
　
後
漢
書
劉
玄
伝
に
新
市
人
王
匡
王
鳳
為
平
二
理
辞
訟
・
一
遂
推
為
二
梁
師
哀
数
百
人
、
於
レ
是
諸
亡
命
馬
武
、
王
常
、
成
丹

等
、
往
従
レ
之
、
共
攻
二
離
郷
一
撃
蔵
於
緑
林
中
・
薮
月
間
至
二
七
八
千
人
二
雲
、
注
に
、
緑
林
山
在
二
今
別
州
当
陽
隊
東
北
二
雲
。

同
書
王
常
伝
に
、
興
二
王
鳳
王
匡
等
重
責
雲
杜
緑
林
中
東
レ
衆
数
萬
人
云
々
。
強
盗
を
緑
林
と
い
ふ
は
、
こ
の
故
事
に
よ
れ
る
也
。

（
マ
こ

同
書
霊
帝
紀
に
、
中
平
元
年
、
張
角
反
、
皇
甫
崇
討
レ
之
、
角
飴
賊
在
二
西
河
白
波
谷
一
為
レ
盗
、
時
俗
号
二
白
波
賊
云
々
。
ま
た
中
平

（
†
こ

四
年
云
々
、
黄
巾
飴
賊
敦
大
等
、
起
二
於
西
河
白
波
谷
・
一
撃
大
原
河
東
二
雪
。
同
書
猷
帝
紀
に
、
冬
十
月
云
々
、
白
波
賊
軍
河
東
、
一

往
に
、
辞
壁
書
自
貰
巾
郭
泰
等
、
起
二
於
西
河
白
波
谷
・
一
時
謂
二
之
白
波
賊
云
々
。
同
書
趨
典
伝
に
、
典
兄
子
謙
云
々
、
転
為
二
前
将

軍
迫
レ
撃
二
白
波
賊
右
レ
功
封
二
辞
琴
云
々
、
同
書
董
卓
伝
に
、
初
霊
帝
末
、
黄
巾
飴
党
郭
太
等
、
起
二
西
河
白
波
谷
、
義
軍
大
原
、
一

遂
破
二
河
東
云
姓
流
二
転
三
輔
喜
為
二
白
波
賊
、
一
衆
十
飴
萬
去
★
。
同
書
南
旬
奴
伝
に
、
軍
干
将
二
数
千
騎
一
興
二
白
波
賊
一
合
レ
兵
寧
河

内
諸
郡
二
五
A
。
賊
を
し
ら
浪
と
い
ふ
は
、
こ
の
故
事
也
と
云
。
古
今
、
伊
物
の
、
お
き
つ
し
ら
浪
た
っ
た
山
と
よ
め
る
も
、
必
盗

の
事
を
よ
せ
つ
と
見
ゆ
。
海
道
記
に
も
、
白
波
緑
林
の
事
あ
り
。
（
以
下
略
）
　
（
国
書
刊
行
会
明
治
四
十
一
年
発
行
本
に
よ
る
〉

盗
賊
の
異
名
で
あ
る
白
波
（
バ
ク
ハ
・
シ
ラ
ナ
、
、
、
）
が
後
漢
書
に
お
け
る
上
述
の
事
件
を
典
拠
と
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
書
に
言
う

が
如
く
真
実
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
1
白
波
（
バ
ク
ハ
・
シ
ラ
ナ
ミ
）
が
盗
賊
の
異
名
、
つ
ま
り
、

白
波
（
バ
ク
ハ
・
シ
ラ
ナ
・
、
、
）
＝
盗
賊

の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
図
式
と
し
て
中
国
に
お
い
て
成
立
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
本
邦
に
輸
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

の
か
、
或
い
は
故
事
だ
け
が
本
邦
に
伝
え
ら
れ
、
図
式
そ
の
も
の
は
本
邦
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
。
又
、
前
者
で
あ
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る
な
ら
ば
、
い
つ
本
邦
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
つ
本
邦
で
成
立
し
た
の
か
等
、
検
討
せ
ら
る
べ
き
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
検
討
に
よ
っ
て
、
本
邦
に
お
け
る
異
名
の
系
譜
を
辿
る
上
で
何
ら
か
の
示
唆
が
与

ぇ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
白
波
（
バ
ク
ハ
・
シ
ラ
ナ
ミ
）
の
盗
賊

異
名
と
し
て
の
成
立
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
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二

中
国
に
お
い
て
「
白
波
」
＝
「
盗
賊
」
の
図
式
が
成
立
し
て
い
た
の
か
否
か
を
確
認
す
る
為
に
は
、
白
波
の
用
例
を
渉
猟
し
、
そ
の
一
々

の
意
味
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
漏
れ
な
く
為
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
暇
も
な
い
。
そ
こ
で
大
変
不
本
意
で
は

T
⊥

ぁ
る
が
、
大
漢
和
辞
典
、
侃
文
韻
府
他
、
手
許
に
あ
る
若
干
の
索
引
煩
に
よ
っ
て
検
索
し
得
る
文
献
に
よ
っ
て
得
た
結
果
を
璧
ロ
す
る
に

留
め
る
。

集
め
た
用
例
は
二
種
に
分
類
せ
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
固
有
名
詞
で
あ
る
。
つ
ま
り
白
波
谷
そ
の
も
の
を
示
す
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
次
に
掲
げ
る
。

（
後
漢
書
霊
帝
紀
）

○
南
軍
千
坂
シ
ナ
興
〓
白
波
ノ
賊
一
意
コ
河
東
↓

。
黄
巾
ノ
飴
城
郭
太
等
起
話
西
河
ノ
白
波
谷
芸
当
太
原
河
東
」

（
同
右
猷
帝
紀
）

○
楊
奉
、
董
承
、
引
苗
波
ノ
師
、
胡
才
、
李
楽
、
韓
退
、
及
ヒ
旬
奴
ノ
左
賢
王
、
去
卑
尋
ヒ
奉
迎
シ
，
興
〓
李
佐
筆
戦
ヒ
大
一
－
破
…
之
，

（
同
右
董
卓
伝
）

○
黄
巾
ノ
飴
党
郭
太
等
、
喝
起
ン
西
河
ノ
白
波
谷
盲
コ
白
波
ノ
賊
↓
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A
T

（
琉
志
武
帝
紀
注
）

〇
両
畢
千
田
㌘
天
下
ノ
擾
乱
1
興
ン
西
河
ノ
白
波
ノ
賊
霊
盟
大
原
ノ
河
内
」

（
九
州
春
秋
）

○
張
角
之
反
也
、
黒
山
、
白
波
、
黄
龍
、
左
校
牛
角
、
五
鹿
、
法
眼
苦
輿
相
継
而
起

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
白
波
は
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
盗
賊
を
表
現
す
る
に
は
、
「
白
波
」
＋
「
賊
」
の
形
と
し
て
い
る
。

今
一
つ
は
普
通
名
詞
と
し
て
の
用
法
で
あ
り
文
字
通
り
の
「
白
い
波
」
の
意
味
で
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
い
く
つ
か
を
掲
げ
る
。

（
劉
唆
金
華
山
陵
志
）

○
清
瀾
微
音
滴
涯
シ
ナ
生
還
臼
，
。
白
波
ノ
跳
汰
掴
滴
シ
ナ
成
完
日
，
。

（
高
適
東
征
賦
）

○
陵
ン
赤
岸
之
沼
速
記
璧
白
波
之
紆
飴
↓
。

（
李
白
詩
）

○
白
波
ハ
連
㌘
山
，
倒
完
慧
彗
、
長
鯨
噴
湧
不
レ
可
”
捗
″
。
（
古
有
所
思
行
）

○
洞
庭
ノ
白
波
木
葉
稀
ナ
リ
、
燕
鴻
始
ノ
ナ
人
事
東
雲
ぺ
飛
7
。
（
臨
江
王
節
士
歌
）

（
杜
甫
詩
）

○
花
水
臨
景
品
讐
眠
山
到
義
堂
「
白
波
吹
石
壁
喜
疇
括
靂
梁
ぺ
。
（
奉
観
厳
鄭
公
廃
車
眠
山
花
江
画
図
十
韻
）

こ
れ
だ
け
の
中
国
文
献
に
お
け
る
用
例
の
検
討
だ
け
に
よ
っ
て
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
得
ら
れ
た
結
果
だ
け
か
ら
す
れ
ば
、

「
白
波
＝
盗
賊
」
の
図
式
は
中
国
に
お
い
て
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

甚
だ
心
も
と
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
今
は
取
敢
え
ず
こ
れ
に
基
い
て
論
を
進
め
て
み
よ
う
と
思
う
。
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三

中
国
に
お
い
て
「
白
波
＝
盗
賊
」
の
図
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
な
盗
賊
の
異
名
と
し
て
白
波
と
い
う
語
が
使
用
せ
ら
れ
て
い
な
い
と

す
る
な
ら
ば
、
本
邦
に
お
い
て
盗
賊
の
異
名
と
し
て
の
用
法
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

白
波
の
故
事
が
記
載
さ
れ
た
後
漢
書
が
い
つ
本
邦
に
将
来
せ
ら
れ
た
も
の
か
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
続
日
本
紀
巻
三
十
、
神

護
景
雲
三
（
七
六
九
）
年
十
月
甲
辰
（
十
日
）
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

；

ニ

　

ス

　

　

　

ニ

シ

テ

　

ノ

　

　

ナ

リ

　

ノ

　

　

　

タ

シ

モ

　

タ

ヘ

チ

’

’

ラ

　

ノ

大
宰
府
言
。
此
府
人
物
殿
繁
。
天
下
之
一
都
会
也
。
子
弟
之
徒
。
学
者
相
衆
。
而
府
庫
但
撃
五
経
・
東
レ
有
二
三
史
正
本
・
彿
猟
之

ヵ

ラ

シ

テ

7

　

　

　

　

　

へ

　

7

　

七

シ

ノ

チ

一

テ

サ

ン

ト

　

’

シ

チ

フ

人
。
共
通
不
レ
広
。
伏
乞
。
列
代
諸
史
。
各
給
二
∵
本
。
一
伝
二
習
管
内
・
一
以
興
二
学
業
冨
賜
二
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
・

－
ノ

晋
書
名
一
部
」
　
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
奈
良
時
代
に
は
既
に
後
漢
書
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
必
要
な
文
献
の
；
に
数
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
時
代
が
降
っ
て
、
日
本
三
代
実
録
貞
観
十
二
（
八
七
〇
）
年
二
月
十
九
日
の
条
に
は
、

善
組
以
二
学
士
奉
一
遷
周
防
権
守
。
－
十
年
遷
二
文
章
博
士
。
－
於
二
大
学
事
花
嘩
後
漢
書
・
一
解
釈
流
通
。
無
レ
所
二
掩
輿
諸
生
質
レ
疑
老
皆
挑

二
汰
累
惑
。
一
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）

（2）

の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
更
に
本
朝
文
粋
巻
第
九
所
収
の
紀
納
言
長
谷
雄
作
「
後
漢
書
寛
宴
各
詠
史
得
度
公
」
に
よ
れ
は
平
安
時
代
初
期

（3）

の
大
学
寮
に
お
い
て
後
漢
書
が
盛
ん
に
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
日
本
国
見
在
書
目
録
正
史
家
に
も
次
の
よ
う
に
著
録
せ
ら

れ
て
い
る
。

後
警
九
十
二
巻
襲
撃
…
百
空
挺
囁
娠

こ
の
よ
う
に
後
漢
書
は
奈
良
時
代
に
は
本
邦
に
将
来
せ
ら
れ
、
平
安
時
代
初
期
に
は
大
学
案
で
進
講
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

白
波
の
故
事
も
そ
の
頃
に
は
文
人
達
の
知
る
所
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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扱
て
、
本
邦
古
辞
書
に
著
録
せ
ら
れ
る
白
波
の
例
を
検
す
る
と
、
字
音
読
の
形
で
登
載
せ
ら
れ
る
も
の
と
訓
読
さ
れ
た
形
で
登
載
せ
ら

れ
る
も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
。

（
字
音
読
の
例
）

。
娼
欝
、
（
色
葦
頬
抄
上
芋
・
畳
字
＝
白
に
入
声
点
、
波
に
平
声
誓
点
あ
。
）

○
緑
林
山
賊
白
波
海
賊
　
（
頓
要
集
第
六
十
・
盗
賊
部
）

。
（
憲
組
肌
　
（
文
明
本
節
用
集
六
八
3
・
讐
門
：
波
に
平
声
圏
点
あ
。
）

へ
訓
読
の
例
）

シ
’
ナ
ミ
ロ
黄
口
徒

巌
朗
加
増
鍔
詔
誓
締
．
光
彩
門
〉

○
飢
莞
　
（
明
応
五
年
本
節
用
集
一
九
九
5
・
人
倫
門
）

○
朗
酎
山
賊
之
異
名
一
（
運
歩
色
莫
集
三
六
七
3
）

○
髭
盗
　
（
饅
頭
屋
本
節
用
集
一
五
〇
3
・
人
倫
門
）

○
郎
濫
　
（
黒
木
本
節
用
集
一
七
八
l
・
人
倫
門
）

○
朗
濫
　
（
易
林
木
節
用
集
二
〇
五
l
・
人
倫
門
）
　
（
盗
人
右
傍
に
ヌ
ス
ビ
ト
訓
あ
り
）

又
、
日
葡
辞
書
に
も
訓
読
の
形
で
著
録
せ
ら
れ
る
。

。
ど
r
a
n
a
m
i
・
ヾ
Ⅶ
斗
ル
　
（
Ⅲ
詰
）
聖
蕗
0
⇒
純
汁
ノ
労
（
く
t
a
s
）
曇
汁
肪
薄
㊦
軸
芦
鶉
咄
宮
か
0
　
（
邦
訳
日
葡
辞
書
）

こ
れ
だ
け
の
古
辞
書
の
例
だ
け
で
論
ず
る
の
は
早
計
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
代
的
に
古
き
に
位
置
す
る
古
辞
書
に
字
音
読
の
形

の
「
バ
ク
ハ
」
が
畳
載
せ
ら
れ
、
時
代
の
降
る
古
辞
書
で
は
訓
読
の
形
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
登
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ

ぅ
で
あ
る
。
確
か
に
、
盗
賊
の
故
事
を
有
す
る
白
波
が
「
白
波
谷
」
　
「
白
波
賊
」
の
よ
う
に
固
有
名
詞
の
用
法
と
し
て
本
邦
に
伝
え
ら
れ
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た
と
考
え
ら
れ
る
現
在
、
盗
賊
の
異
名
と
し
て
「
バ
ク
ハ
」
と
字
音
読
し
た
形
の
語
が
先
に
使
用
せ
ら
れ
、
そ
の
後
に
訓
読
し
た
形
の

「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
使
用
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
古
辞
書
に
登
載
せ
ら
れ
た
用
例
が
す
な
わ

ち
そ
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
検
討
を
加
え
る
に
当
っ
て
、
「
ハ
ク
ハ
」
と
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
を
別
々
に
取

扱
う
必
要
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
「
バ
ク
ハ
」
　
の
形
が
「
シ
ラ
ナ
、
こ
　
の
形
よ
り
も
早
い
時
期
に
盗
賊
の
異
名
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
想
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

尉（
立成の名異賊盗波自

四

本
邦
に
お
い
て
字
音
読
さ
れ
た
形
の
「
バ
ク
ハ
」
が
盗
賊
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
を
検
す
る
に
、
管
見
に
入
っ
た
中
で
最
も
古
い
例
と

し
て
本
朝
文
粋
巻
第
四
所
収
の
大
江
朝
綱
作
「
貞
信
公
辞
摂
政
准
三
宮
等
表
」
に
使
用
せ
ら
れ
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

チ

ソ

　

　

ナ

ラ

　

　

　

　

　

こ

と

　

　

　

の

の

に

　

　

　

　

マ

h

ニ

へ

　

　

　

の

の

に

　

　

　

　

　

　

シ

況
・
辺
－
鎮
不
レ
閑
・
重
－
門
有
レ
驚
　
脱
－
頭
秋
水
白
－
渡
之
音
問
聞
・
辺
－
城
暁
雲
・
禄
－
林
之
挟
不
レ
定
。
（
用
例
は
久
遠
寺
蔵
本
に

ょ
る
。
仮
名
を
片
仮
名
で
、
ヲ
コ
ト
点
を
平
仮
名
で
あ
ら
わ
し
た
。
「
重
」
に
平
声
点
、
「
琉
」
　
に
平
声
・
上
声
点
が
あ
り
、
平
声

点
に
合
点
を
附
す
。
）

こ
の
表
は
天
慶
三
（
九
四
〇
）
年
五
月
廿
七
日
に
上
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
、
白
波
は
同
じ
く
盗
賊
の
異
名
で
あ
る
緑
林
と

対
句
仕
立
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
緑
林
の
故
事
に
つ
い
て
は
先
指
の
松
屋
筆
記
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
こ
こ
に
言
う
白
波
、
緑
林
と
は
承

平
天
慶
の
乱
に
お
け
る
藤
原
純
友
、
平
将
門
を
指
し
て
い
る
。

久
遠
寺
蔵
本
本
朝
文
粋
は
建
治
二
二
二
七
六
）
年
の
書
写
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
本
文
同
筆
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
本
奥
書
に
よ
れ
ば
清
原
教
隆
が
北
条
時
頼
に
命
ぜ
ら
れ
て
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
音
合
符
を
附
さ
れ
た
白

波
の
例
で
は
あ
る
が
、
本
表
制
作
の
天
慶
三
年
当
時
に
字
音
読
せ
ら
れ
て
い
た
の
か
否
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
積
極
的
な
根
拠
を
得
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
後
世
、
字
音
読
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
対
句
の
緑
林
も
や
は
り
音
合
符
が
附
さ
れ
後
世
字
音
読
せ
ら
れ
、
天
慶
三
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年
当
時
に
あ
っ
て
も
「
ミ
ド
リ
ノ
バ
ヤ
シ
」
の
如
く
訓
読
せ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
一
応
字
音
読
せ
ら
れ
た

例
と
見
放
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
拾
う
こ
と
の
で
き
る
用
例
は
、
藤
原
明
衡
（
九
八
七
－
一
〇
六
六
）
撰
雲
州
往
来
上
巻
第
二
十
六
状
（
返
状
）
に
見
ら
れ
る
も
で

あ
る
。

．

，

’

’

　

カ

’

シ

ケ

　

　

　

　

　

イ

ソ

カ

ハ

　

　

　

レ

レ

　

フ

タ

近
日
禄
－
林
陰
繁
ク
、
白
波
声
忙
　
シ
、
彼
是
追
－
捕
ノ
事
、
殿
下
ノ
御
気
色
ヲ
蒙
（
リ
）
テ
定
メ
仰
（
ス
）
所
也
　
（
享
禄
本
雲
州

（

－

】

往
来
、
「
白
」
　
に
入
声
点
、
「
波
」
　
「
追
」
に
平
声
点
あ
り
。
）

こ
の
例
も
後
世
享
禄
の
訓
点
に
よ
っ
て
字
音
読
せ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
盗
賊
異
名
の
緑
林
と
対
句
仕
立
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
前
例

と
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
例
も
字
音
読
の
形
で
の
使
用
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
他
、
用
例
を
拾
い
得
た
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

ノ

　

　

’

　

　

カ

ウ

ニ

　

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル

　

　

　

ワ

ッ

’

ヒ

　

　

　

　

’

’

ツ

⊥

”

ル

ん

ノ

ミ

リ

’

タ

ヤ

　

　

　

ナ

ル

ー

一

　

　

カ

タ

シ

ノ

カ

レ

　

　

　

　

　

　

　

’

○
夜
半
令
レ
帰
二
西
郊
一
給
之
条
。
甚
可
レ
為
二
御
軍
。
非
二
膏
疲
　
緑
野
之
準
、
又
難
レ
遁
二
白
波
之
恐
。
一
（
教
科
書
大
系
所
収
釈
氏
往

来
第
二
十
五
状
）

○
所
カ
バ
ラ
チ
カ
ケ
レ
ハ
水
難
モ
フ
カ
ク
白
波
ノ
ヲ
ソ
レ
モ
サ
ハ
カ
シ
　
（
大
福
光
寺
本
方
丈
記
）

○
是
去
五
日
夜
。
群
盗
人
二
東
寺
宝
蔵
。
一
仏
舎
利
道
具
巳
下
代
々
宝
物
等
。
併
盗
コ
取
之
。
一
仇
同
九
日
。
可
レ
尋
コ
捜
件
盗
人
一
之
由
。
被
レ
下
二

宣
旨
於
五
畿
七
道
一
l
㌔
。
宣
下
状
云
。

右
弁
官
下
　
　
東
海
道
諸
国
。

応
レ
令
レ
尋
¶
捜
盗
コ
取
東
寺
舎
利
井
道
具
等
一
輩
上
事

右
。
今
月
五
日
夜
。
有
二
白
波
一
入
二
束
寺
」
取
二
舎
利
一
盗
二
道
具
完
目
刺
老
一
代
教
主
之
退
身
。
道
具
老
三
国
相
承
之
霊
宝
也
。
（
以

下
省
略
）

建
保
四
年
二
月
九
日

左
大
史
小
磯
宿
祢
国
宗
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権
左
中
弁
藤
原
朝
臣

（
新
訂
増
補
国
史
大
系
所
収
吾
妻
鏡
建
保
四
年
二
月
十
九
日
粂
）

た
心
二
り
±
ん
ぢ
う
　
　
　
　
L
も
つ
け
の
か
み
よ
し
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
く
ふ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
け
い
　
L
や
う
ぐ
ん
　
き
う
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
五

〇
多
田
満
仲
よ
り
下
野
守
義
朝
に
い
た
る
ま
で
七
代
は
、
み
な
諸
国
の
竹
符
に
名
を
か
け
、
芸
を
将
軍
の
弓
馬
に
は
ど
こ
し
、
家

か

ひ

（

を

）

　

　

　

　

　

　

は

く

は

に
あ
ら
ず
し
て
、
四
海
お
ま
も
り
L
に
、
白
波
な
を
こ
ゑ
た
り
。

（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
曽
我
物
語
巻
一
「
惟
喬
、
惟
仁
の
位
あ
ら
そ
ひ
の
事
」
）

釈
氏
往
来
は
仁
和
寺
門
跡
守
覚
法
親
王
二
二
〇
二
年
入
滅
）
　
の
手
に
よ
っ
て
院
政
期
末
に
撰
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
用
例
を
掲
げ

る
に
当
っ
て
は
正
安
四
（
一
三
〇
二
）
年
写
本
、
伝
世
等
専
行
俊
（
一
四
〇
八
年
尭
）
筆
本
を
底
本
と
し
た
日
本
教
科
書
大
系
所
収
翻
字

本
文
に
よ
っ
た
。
こ
の
例
も
字
音
読
せ
ら
れ
た
と
い
う
確
証
ほ
な
い
が
、
対
句
の
緑
野
が
字
音
読
せ
ら
れ
て
い
る
所
か
ら
推
し
て
、
字
音

読
の
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
方
丈
記
で
は
諸
伝
本
の
う
ち
大
福
光
寺
本
の
み
が
白
波
を
漢
字
表
記
し
て
お
り
、
前
田
家
本
・

（5）

三
条
西
家
本
で
は
「
し
ら
な
み
」
、
兼
良
本
・
近
衛
家
本
で
は
「
し
ら
浪
」
と
い
う
表
記
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訓
読
せ
ら
れ
た
可
能

性
も
あ
る
。
吾
妻
鏡
の
例
で
は
字
音
読
か
訓
読
か
の
判
断
が
で
き
な
い
が
、
仮
り
に
字
音
読
の
例
に
数
え
る
。
曽
我
物
語
で
は
平
仮
名
に

（

6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ル

　

　

’

て
字
音
読
せ
ら
れ
た
形
の
「
は
く
は
」
を
表
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
曽
我
物
語
の
真
名
本
で
は
当
該
箇
所
を
「
守
四
海
・
白
浪
有
声
」

と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
訓
読
せ
ら
れ
た
形
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
を
「
自
浪
」
と
い
う
漢
字
を
用
い
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

自
　
ら
れ
る
。

次
に
訓
読
し
た
形
の
「
シ
ラ
ナ
、
上
　
の
用
例
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

○
凰
ふ
け
ば
お
き
つ
し
ら
な
み
た
っ
た
山
よ
は
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん

（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
古
今
和
歌
集
雑
歌
下
九
九
四
番
、
同
大
系
所
収
伊
勢
物
語
第
二
十
三
段
）

○
志
良
奈
美
遠
　
徒
久
志
乃
支
美
之
　
美
徒
加
度
ホ
　
徒
郡
久
和
加
牟
末
　
多
礼
加
々
止
良
牟
　
（
ロ
遊
・
禽
獣
門
）

こ
h
ろ

O
か
ひ
な
し
と
な
に
歎
（
く
）
ら
む
白
波
も
君
が
か
た
に
は
心
よ
せ
て
む
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
堤
中
納
言
物
語
・
貝
あ
ほ
せ
）
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た

O
L
ら
な
み
に
心
を
よ
せ
て
立
ち
よ
ら
ば
か
ひ
な
き
な
ら
ぬ
心
よ
せ
な
む
　
（
同
右
）

○
馬
腹
病
歌

シ

ラ

ナ

ミ

ヲ

ト

リ

シ

ノ

キ

ミ

ノ

ミ

ト

カ

ト

ニ

ツ

ナ

グ

ワ

ガ

ム

マ

タ

レ

カ

ゝ

ド

ハ

ム

も

ち

み

つ

　

　

す

’

ひ

　

つ

か

ひ

　

に

し

　

く

に

　

　

　

　

　

　

　

　

き

ど

　

く

に

○
そ
の
用
光
が
、
相
撲
の
使
に
、
西
の
国
ゑ
く
だ
り
け
る
に
、
吉
備
の
国
の
ほ
ど
に
て
、

（7）

（
袋
草
子
・
希
代
歌
）

セ

き

　

し

ら

な

み

た

　

き

沖
つ
白
浪
立
ち
来
て
、
こ
ゝ
に
て
、
い
の
ち

た

　

　

　

　

　

ム

　

　

　

　

　

か

り

き

由

も
絶
へ
ぬ
べ
く
見
え
け
れ
ば
、
狩
衣
、
か
ぶ
り
な
ど
、
う
る
ほ
し
く
し
て
、

と

き

　

も

ち

み

つ

　

　

　

　

と

　

い

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ゑ

せ
け
れ
ば
、
そ
の
時
、
用
光
ひ
ち
り
き
取
り
出
し
て
、
う
ら
み
た
る
声
に
、

や
か
た
　
　
よ
ノ
ま
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ち
な
み
　
　
ム
ね
こ
　
　
　
よ

屋
形
の
上
に
出
で
ゝ
を
り
け
る
に
、
白
浪
の
舟
漕
ぎ
寄

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ら

な

み

ゑ
な
ら
ず
吹
き
す
ま
し
た
り
け
れ
は
、
白
浪
ど
も
、
を

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

の
く
か
な
し
み
の
心
を
こ
り
て
、
か
づ
け
も
の
ど
も
を
さ
へ
し
て
、
漕
ぎ
は
な
れ
て
去
り
に
け
り
と
な
む
。
さ
ほ
ど
の
こ
と
は
り

ム

も
な
き
も
の
1
ふ
さ
ゑ
、
な
さ
け
か
く
ば
か
り
吹
き
ゝ
か
せ
け
む
も
あ
り
が
た
く
。

り
け
る
。

○
　
　
不
倫
盗
戒

う
き
草
の
一
葉
な
り
と
も
磯
が
く
れ
お
も
ひ
な
か
け
そ
沖
つ
し
ら
浪

む

か

し

し

ら

な

み

又
昔
の
白
浪
は
、
な
を
か
ゝ
る
な
さ
け
な
む
あ

（8）
（
今
鏡
・
む
か
し
が
た
り
第
九
）

（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
新
古
今
和
歌
集
巻
第
廿
釈
教
歌
一
九
六
三
番
）

○
　
　
不
倫
盗
戒

こ
え
じ
た
だ
お
な
じ
か
ざ
し
の
名
も
つ
ら
し
た
つ
た
の
山
の
夜
は
の
し
ら
な
み

（
新
編
国
歌
大
観
所
収
新
勅
撰
和
歌
集
巻
第
十
釈
教
歌
六
一
五
番
）

○
又
云
、
後
嵯
峨
院
御
幸
の
時
、
弁
内
侍
、
中
将
内
侍
、
御
連
歌
の
れ
う
に
御
車
に
め
さ
れ
け
り
。
為
氏
殿
上
人
の
時
、
御
幸
の
御
供

に
ま
ゐ
ら
れ
L
に
、
す
で
に
御
車
の
出
る
程
に
、
桜
の
枝
を
花
が
め
に
た
て
ら
れ
た
る
を
、
を
り
て
と
ら
れ
け
る
を
御
覧
ぜ
ら
れ
て
、

為
氏
が
花
を
ぬ
す
む
に
連
歌
一
つ
し
か
け
よ
と
お
は
せ
ら
れ
け
れ
は
、
弁
内
侍
、

し
ら
波
の
立
よ
り
て
を
る
さ
く
ら
花
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と
い
ひ
け
れ
ば
、

ち
ら
し
か
け
て
ぞ
に
ぐ
べ
か
り
け
る

と
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
、
と
り
あ
へ
ぬ
時
分
の
狂
句
な
が
ら
、
こ
ま
か
に
付
た
る
、
誠
達
者
所
存
云
々
。

（
日
本
歌
学
大
系
所
収
井
蛙
抄
）

は
べ
り

○
澄
恵
僧
都
、
い
ま
だ
童
に
て
侍
け
る
時
、
介
錯
し
け
る
僧
、
か
み
け
づ
ら
ん
と
て
手
箱
を
こ
ひ
け
る
に
、
そ
の
て
は
こ
う
せ
に
け
り
。

は
べ
り

い
か
に
も
と
む
れ
ど
も
み
え
ず
。
は
や
盗
人
の
と
り
て
け
る
な
り
。
そ
の
時
、
こ
の
ち
ご
と
り
も
あ
へ
ず
よ
み
侍
け
る
。

た
ち

し
ら
浪
の
立
く
る
ま
ゝ
に
玉
く
し
げ
ふ
た
み
の
浦
の
み
え
ず
な
り
ぬ
る

（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
古
今
著
聞
集
・
澄
恵
僧
都
童
の
時
手
箱
の
失
せ
た
る
由
を
聞
き
て
詠
歌
の
事
）

キ
ヤ
ウ

○
家
隆
卿
ノ
子
息
ノ
禅
師
隆
尊
ト
云
シ
人
、
坂
東
コ
ー
カ
シ
コ
修
行
シ
ケ
ル
が
、
或
処
ノ
地
頭
ノ
家
ノ
前
栽
ノ
桜
ノ
花
ヲ
、
一
枝
ヲ
リ

（
へ
）

テ
、
ニ
ゲ
ゝ
ル
ヲ
、
主
ミ
ツ
ケ
テ
、
「
ア
ノ
法
師
ト
ラ
ユ
ヨ
。
盗
人
ニ
コ
ソ
」
ト
テ
、
コ
ト
ぐ
シ
ク
ノ
ー
シ
リ
ケ
レ
．
ハ
、
冠
者
原
、

（

オ

ハ

ヘ

）

ヲ
ワ
エ
テ
捕
テ
ケ
リ
。
禅
師
、
不
祥
ニ
ア
ヒ
テ
為
方
ナ
カ
リ
ケ
レ
．
ハ
、
「
殿
二
、
カ
ク
申
給
へ
」
ト
テ
、

（
こ

白
波
ノ
名
ヲ
．
ハ
タ
ツ
ト
モ
義
野
川
花
ユ
へ
シ
ヅ
ム
身
ヲ
．
ハ
ウ
ラ
ミ
ジ

使
者
、
シ
カ
l
ぐ
ー
ト
云
へ
バ
、
「
ナ
〔
ハ
〕
ヲ
．
ハ
ナ
ツ
ケ
ソ
。
只
具
シ
テ
来
レ
」
ト
テ
、
サ
マ
　
ニ
モ
テ
ナ
シ
〔
カ
シ
〕
．
ツ
キ
テ
、

歌
ナ
ム
ド
学
問
シ
ケ
ル
ト
ゾ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
沙
石
集
・
和
歌
ノ
人
ノ
感
ア
ル
事
）

古
今
和
歌
集
の
例
は
、
伊
勢
物
語
の
筒
井
筒
の
段
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
古
来
「
し
ら
な
み
」
に
盗
賊
の
意
を
持
つ
か
否
か

で
解
釈
が
分
れ
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
松
屋
筆
記
に
も
「
古
今
、
伊
物
の
、
お
き
つ
し
ら
浪
た
っ
た
山
と
よ
め
る
も
、
必
盗
の
事
を
よ
せ

っ
と
見
ゆ
。
」
と
あ
り
、
盗
賊
の
意
を
考
え
て
い
る
。
古
今
和
歌
集
の
本
歌
の
左
注
に
は
、
「
あ
る
人
、
こ
の
苛
は
む
か
し
大
和
の
国
な

り
け
る
人
の
女
に
、
あ
る
人
す
み
わ
た
り
け
り
。
（
以
下
略
）
」
と
し
て
お
り
、
本
歌
が
所
謂
「
む
か
し
歌
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
古
今
和
歌
集
成
立
の
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年
よ
り
更
に
古
く
訓
読
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
盗
賊
の
異
名
と
し
て
使
用
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せ
ら
れ
て
い
た
と
な
る
と
、
字
音
読
せ
ら
れ
た
「
バ
ク
ハ
」
が
天
慶
三
年
の
本
朝
文
粋
所
収
大
江
朝
綱
作
「
貞
信
公
辞
摂
政
准
三
宮
等
表
」

を
初
出
と
す
る
こ
と
に
比
し
て
、
そ
れ
よ
り
四
十
年
以
上
以
前
、
平
安
時
代
初
期
の
末
頃
に
は
使
用
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。本

歌
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
果
し
て
盗
賊
の
意
を
有
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
こ
で
盗
賊
異
名
の
成
立
時
期
を
考
究
す
る
上

で
重
要
な
淀
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
幸
い
に
古
今
和
歌
集
、
伊
勢
物
語
は
古
註
釈
書
が
多
く
、
更
に
本
歌
に
触
れ
た
歌
学
書
も
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
古
註
釈
書
・
歌
学
書
を
検
討
し
て
み
た
い
。

管
見
に
入
っ
た
も
の
の
う
ち
、
「
シ
ラ
ナ
、
上
を
盗
賊
の
意
と
見
る
も
の
は
源
俊
頼
著
「
俊
頼
髄
脳
」
を
そ
の
始
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
引
用
す
る
。

（
▼
こ

白
波
と
い
ふ
は
ね
す
人
を
い
ふ
な
り
。
立
田
山
を
お
そ
ろ
し
く
や
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む
と
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
よ
め
る
歌
な
り
。
（
日
本

歌
学
大
系
第
一
巻
所
収
）

こ
の
「
俊
頼
髄
脳
」
　
に
次
い
で
盗
賊
の
意
を
取
る
も
の
は
藤
原
教
長
の
説
で
あ
る
。
こ
の
教
長
の
説
は
藤
原
頗
昭
著
「
古
今
集
註
」
　
に
引

用
せ
ら
れ
て
い
る
。
教
長
、
顕
昭
両
者
の
説
を
あ
わ
せ
掲
げ
る
。

教
長
卿
云
、
コ
ト
ノ
ア
リ
サ
マ
、
奥
ノ
詞
ニ
ミ
ユ
タ
リ
。
オ
キ
ッ
シ
ラ
ナ
ミ
ト
イ
ヒ
テ
、
タ
ッ
ク
山
ト
ヨ
メ
ル
コ
ゝ
ロ
エ
ヌ
ヤ
ウ
ナ

レ
ド
、
浪
ク
ツ
ト
イ
ハ
ム
ト
テ
山
ノ
名
ヲ
ヨ
メ
リ
。
本
体
ノ
コ
ゝ
ロ
バ
白
波
ト
ハ
盗
人
ヲ
イ
フ
。
カ
ゝ
ル
オ
ソ
ロ
シ
キ
モ
ノ
ゝ
タ
ッ

ク
山
ヲ
、
ヒ
ト
リ
君
が
コ
ユ
ラ
ム
ト
ナ
ゲ
ゝ
ル
ナ
リ
・
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
業
平
試
射
ポ
カ
へ
モ
マ
カ
ラ
ズ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。

顕
昭
云
、
白
波
ハ
盗
人
ト
云
コ
ト
ナ
レ
ド
、
此
歌
ニ
チ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ズ
シ
モ
ソ
ノ
コ
ト
ヲ
オ
ハ
ズ
ヤ
ア
リ
ケ
ム
ト
モ
オ
ポ
エ
バ
ベ
リ
。

ヌ
ス
ビ
ト
ノ
タ
ッ
ク
ノ
山
ニ
イ
リ
ニ
ケ
リ
ト
ヨ
メ
ル
歌
ハ
、
屏
風
ノ
画
に
、
タ
ッ
ク
山
ニ
チ
タ
ビ
ゞ
ト
ノ
、
ヌ
ス
ビ
ト
ニ
ア
ヘ
ル
カ

タ
ヲ
カ
キ
タ
レ
．
ハ
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
（
日
本
歌
学
大
系
別
巻
四
所
収
）

「
シ
ラ
ナ
、
⊥
が
盗
人
の
意
を
含
む
も
の
と
し
て
本
歌
を
解
釈
し
て
い
る
教
長
の
説
に
対
し
て
、
顕
昭
は
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
盗
人
の
こ
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と
を
言
う
事
実
は
認
め
る
が
、
本
歌
は
必
ず
し
も
盗
人
の
意
を
も
っ
て
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
説
を
と
っ
て
い
る
。
以
後
、
藤
原

（9）

定
家
著
「
顕
註
密
勘
」
も
顕
昭
説
を
継
承
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
諸
注
も
そ
の
路
線
を
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
盗
人
の
意
を
も
っ
て

（10）

解
釈
す
る
説
が
全
く
排
せ
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
本
歌
に
関
す
る
古
注
釈
書
・
歌
学
書
を
見
る
と
、
本
歌
に
盗
人
の
意
を
含
め
て
解
釈
す
る
の
は
天
永
二
（
二
　
二
）
年

～
永
久
元
（
二
一
三
）
年
頃
成
立
の
俊
頼
髄
脳
以
後
の
こ
と
と
な
り
、
院
政
期
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
璽

古
今
和
歌
集
・
伊
勢
物
語
の
例
は
古
注
釈
書
・
歌
学
書
に
よ
っ
て
検
討
し
た
結
果
、
訓
読
せ
ら
れ
た
「
シ
ラ
ナ
・
、
、
」
が
盗
賊
の
意
で
使

用
せ
ら
れ
た
と
い
う
確
例
と
は
な
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
続
い
て
先
指
の
用
例
を
今
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

ロ
遊
に
収
載
せ
ら
れ
る
歌
は
袋
草
子
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
歌
は
難
解
で
あ
り
、
現
在
で
も
解
釈
の
上
で
問
題
が
多
い
よ

（12）

ぅ
で
あ
る
。
「
多
礼
加
々
止
良
牟
」
　
「
タ
レ
カ
ー
ド
ハ
ム
」
と
の
関
係
か
ら
見
れ
ば
「
志
良
奈
美
」
　
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
　
に
盗
賊
の
意
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
と
も
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
は
し
ば
ら
く
こ
の
例
は
不
確
か
な
例
と
し
て
除
外
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

堤
中
納
言
物
語
の
「
貝
あ
ほ
せ
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
同
物
語
の
「
逢
坂
こ
え
ぬ
権
中
納
言
」
成
立
の
天
喜
三
二
〇
五
五
）
年

（13）

五
月
を
基
準
に
し
て
、
そ
れ
と
相
前
後
し
て
世
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
に
従
う
な
ら
は
、
天
喜
・
康
平
二

〇
五
三
～
一
〇
六
四
）
頃
成
立
の
物
語
中
に
盗
賊
異
名
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
今
鏡
で
は
海
腋
の
こ
と
を

「
シ
ラ
ナ
、
、
、
」
と
称
し
て
お
り
、
嘉
応
二
（
二
七
〇
）
年
の
今
鏡
成
立
当
時
の
盗
賊
異
名
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
の
使
用
例
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
各
々
の
用
例
を
そ
の
時
代
を
観
点
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
字
音
読
せ
ら
れ
た

形
で
あ
る
「
バ
ク
ハ
」
が
盗
賊
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
平
安
時
代
中
期
天
慶
三
年
前
後
の
頃
で
あ
り
、
訓
読
せ

ら
れ
た
形
で
あ
る
「
シ
ラ
ナ
土
が
盗
賊
の
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
「
バ
ク
ハ
」
に
遅
れ
る
こ
と
約
百
年
、
堤
中
納
言
物
語
に

使
用
せ
ら
れ
る
例
を
確
例
と
し
て
、
平
安
時
代
後
期
天
喜
・
康
平
年
間
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
今
和
歌
集
・
伊
勢

物
語
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
盗
賊
異
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
院
政
時
代
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の
知
識
を
も
っ
て
新
た
に
古
今
和
歌
集
・
伊
勢
物
語
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
に
盗
賊
の
意
が
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

五

本
節
で
は
先
に
見
て
き
た
用
例
を
も
と
に
し
て
、
字
音
読
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
「
バ
ク
ハ
」
、
訓
読
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
「
シ
ラ
ナ
土

が
盗
賊
の
異
名
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

か
つ
て
、
色
菓
字
煩
抄
に
登
載
せ
ら
れ
た
別
名
（
本
稿
で
言
う
異
名
）
の
性
格
に
つ
い
て
、
古
往
来
に
お
け
る
使
用
量
と
使
用
場
面
と

（14）

の
分
析
を
通
し
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
古
往
来
に
お
い
て
別
名
を
使
用
す
る
の
は
漢
文
学
を
背
景
と
し
た
文
人
色

の
濃
い
人
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
日
で
見
る
な
ら
は
、
字
音
読
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
「
バ
ク
ハ
」
が
使
用
せ
ら
れ
る
の
は
、
漢

文
学
を
背
景
と
し
た
文
人
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
初
出
の
本
朝
文
粋
所
収
の
表
の
作
者
で
あ
る
大
江
朝
綱
は
、
平
安
初
期

の
文
人
学
偏
の
誉
高
い
大
江
音
人
の
孫
に
当
り
、
自
身
も
承
平
四
（
九
三
四
）
年
十
二
月
に
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
後

漢
書
に
お
け
る
白
波
の
故
事
に
も
精
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
雲
州
往
来
の
用
例
に
し
て
も
、
実
に
度
々
詩
文
の
会
を
催
し
て
い
る
貴

族
達
の
消
息
を
集
め
た
本
往
来
の
性
格
を
考
え
れ
ば
、
漢
文
学
を
背
景
と
し
た
文
人
に
お
け
る
使
用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

釈
氏
往
来
で
も
、
対
句
仕
立
の
漢
文
的
表
現
や
、
本
状
の
差
出
人
が
皇
后
官
亮
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
背
景
に
は
漢
文
学
を
見
る
こ

と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
邦
に
将
来
せ
ら
れ
た
後
漢
書
を
典
拠
と
し
て
、
白
波
を
字
音
読
し
た
形
の
「
ハ
ク
ハ
」
が
盗
賊
の
異
名
と
し
て
使
用

さ
れ
始
め
た
の
は
、
平
安
時
代
中
葉
の
漢
文
学
の
才
高
き
貴
族
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
も
ひ
き
続
い
て
漢
文
学
を
背
景
と
し
た
文

人
達
に
よ
っ
て
使
用
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
訓
読
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
「
シ
ラ
ナ
・
、
こ
は
、
そ
の
使
用
例
の
ほ
と
ん
ど
が
和
歌
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
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る
。
盗
賊
の
意
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
日
葡
辞
書
に
記
述
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
興
味
深
い
問
題
で

あ
る
。古

今
和
歌
集
・
伊
勢
物
語
の
「
お
き
つ
し
ら
な
み
」
の
場
合
、
詠
歌
の
時
代
に
は
盗
賊
の
意
を
有
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
歌
を
解
釈
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
後
の
歌
壇
の
中
で
、
「
シ
ラ
ナ
、
⊥
が
盗
賊
の
意
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
点
や
、
今
鏡

の
例
を
除
く
他
の
用
例
が
和
歌
中
に
使
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
と
思
れ
る
。

今
鏡
は
右
に
反
し
て
「
シ
ラ
ナ
、
、
、
」
が
地
の
文
に
使
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
今
鏡
に
採
ら
れ
る
説
話
（
こ
こ
で
は
昔
語
と
し

て
の
説
話
で
あ
る
と
考
え
る
）
は
、
古
今
著
聞
集
巻
第
十
二
・
十
訓
抄
下
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
と
は
麦
現
さ

れ
ず
、
「
海
賊
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
又
、
教
訓
抄
七
に
は
、
「
和
爾
部
用
光
。
箪
簗
臨
調
子
吹
。
海
賊
難
ヲ
タ
ス
カ
リ
タ

（16）
リ
キ
。
」
と
あ
り
、
や
は
り
「
海
賊
」
と
す
る
。
他
の
文
献
に
採
ら
れ
る
本
説
話
が
「
海
賊
」
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
今
鏡
に
お
い
て

「
シ
ラ
ナ
ミ
」
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
鏡
作
者
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
今
鏡
作
者
は
常
磐
三
寂

の
一
人
、
藤
原
為
経
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
も
し
、
こ
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
今
鏡
作
者
の
和
歌
に
対
す
る
造
詣
の
深

さ
と
い
う
点
で
、
「
シ
ラ
ナ
、
上
と
和
歌
と
の
関
係
の
密
接
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

盗
賊
異
名
と
し
て
の
訓
読
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
何
故
和
歌
と
結
び
つ
い
た
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
、
論
者
は
残

念
乍
ら
そ
の
解
答
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
唯
、
も
と
も
と
和
歌
の
題
材
と
し
て
取
扱
い
難
い
盗
賊
を
堤
中
納
言
物
語
「
貝
あ
は

せ
」
で
は
、
「
貝
」
　
「
潟
」
　
「
寄
す
」
の
よ
う
な
縁
語
と
と
も
に
「
シ
ラ
ナ
、
上
と
し
て
詠
い
込
み
、
今
鏡
で
は
、
押
寄
せ
て
く
る
海
賊

を
波
と
の
連
想
に
お
い
て
「
シ
ラ
ナ
、
、
、
」
と
表
現
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
掛
詞
や
縁
語
等
、
そ
の
表
現
技
法
に
様
々

な
連
想
を
駆
使
す
る
和
歌
制
作
の
場
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
「
白
い
波
」
と
い
う
意
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
と
、
「
盗
賊
」

の
意
の
「
白
波
」
が
、
和
歌
制
作
に
お
け
る
常
套
手
段
と
し
て
の
連
想
の
結
果
、
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
盗
賊
異
名
と
し
て
の
訓
読
せ
ら
れ
た
形
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
は
、
沙
石
集
の
例
、
つ
ま
り
、
禅
師
隆
尊
が
詠
ん
だ
歌
を

地
頭
が
聞
い
て
感
興
を
催
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
貴
族
階
級
の
み
な
ら
ず
地
頭
の
よ
う
な
人
々
に
も
理
解
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
地
頭
も
和
歌
に
関
す
る
教
養
は
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
鎌
倉
時
代
中
頃
に
は
知
識
と
し
て
地
頭
階

級
の
人
々
に
ま
で
広
く
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
を
盗
賊
の
異
名
と
し
て
用
い
始
め
た
平
安
時
代
後
期

か
ら
院
政
時
代
毎
初
期
頃
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

堤
中
納
言
物
語
「
貝
あ
ほ
せ
」
の
二
つ
の
和
歌
は
、
屏
風
の
う
ら
に
隠
れ
た
蔵
人
少
将
が
、
少
女
達
の
観
音
に
祈
る
姿
を
見
て
茶
目
気

を
起
し
、
自
ら
を
観
音
と
も
盗
賊
と
も
た
と
え
て
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
を
詠
込
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
歌
を
聞
い
た
少
女
達
が
盗

賊
の
異
名
と
し
て
「
シ
ラ
ナ
土
を
使
う
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
し
た
ら
蔵
人
少
将
は
見
付
け
出
さ
れ
て
そ
の
場
は
大
騒

ぎ
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
将
自
身
も
歌
を
詠
ん
で
し
ま
っ
て
ま
ず
い
事
を
し
た
と
考
え
て
い
る
が
、
結
果
的
に
は
騒
ぎ
は
起
き
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
少
将
の
よ
う
な
成
人
男
子
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
盗
賊
の
異
名
で
あ
る
こ
と
は
常
識
で
あ
っ
て
も
、
少

女
達
の
よ
う
な
幼
学
、
初
学
の
者
に
と
っ
て
は
持
合
せ
て
い
な
い
知
識
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
源
俊
煩
が
時
の
関
白
藤
原
忠
実
の
依
頼
を
受
け
、
そ
の
娘
、
後
の
高
陽
院
泰
子
の
為
に
述
作
し
た
俊
頼
髄
脳
に
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
が
盗

賊
の
意
で
あ
る
こ
と
を
書
記
し
た
点
に
も
通
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
堤
中
納
言
物
語
の
例
や
、
若
い
女
性
の
為
の
実
作
の
手
引
用
、
つ
ま

り
、
未
熟
な
者
へ
の
教
育
目
的
で
著
さ
れ
た
俊
頼
髄
脳
の
例
か
ら
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
院
政
時
代
初
期
に
か
け
て
、

盗
賊
異
名
と
し
て
の
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
は
歌
壇
を
中
心
に
、
・
白
波
の
故
事
を
知
る
成
人
知
識
人
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
て
、
若
い
幼

学
の
人
々
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
、
そ
の
意
味
で
未
だ
広
く
一
般
的
な
知
識
と
し
て
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
語
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
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こ
れ
ま
で
に
盗
賊
の
異
名
で
あ
る
白
波
（
バ
ク
ハ
・
シ
ラ
ナ
ミ
＝
語
を
取
上
げ
て
、
こ
の
語
が
本
邦
に
お
い
て
何
時
頃
盗
賊
の
異
名

と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
又
、
そ
れ
が
使
用
せ
ら
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
る
の
か
と
い
う
事
を
中
心
に
検

討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
盗
賊
異
名
と
し
て
字
音
読
せ
ら
れ
た
形
の
「
ハ
カ
バ
」
が
使
用
せ
ら
れ
る
の
が
平
安
時
代
中
期
中
葉
か
ら
で
あ

り
、
訓
読
せ
ら
れ
た
形
の
「
シ
ラ
ナ
、
⊥
が
使
用
せ
ら
れ
る
の
が
平
安
時
代
後
期
以
降
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
。
更
に
、
字
音
読
せ
ら

れ
る
形
の
「
バ
ク
ハ
」
は
漢
文
学
を
背
景
と
し
た
文
人
達
に
よ
っ
て
腋
用
せ
ら
れ
、
訓
読
の
形
で
あ
る
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
は
和
歌
と
密
接
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
歌
人
に
よ
っ
て
和
歌
の
中
に
詠
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

中
国
に
お
い
て
成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
た
「
盗
賊
＝
白
波
」
と
い
う
図
式
は
本
邦
に
お
い
て
何
を
契
吸
と
し
て
成
立
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
単
に
当
時
の
文
人
達
に
よ
っ
て
、
白
波
の
故
事
を
踏
ま
え
た
上
で
新
た
に
盗
賊
の
意
味
で
の
白
波
の
用
法
が
作
り
出
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
白
波
の
用
法
を
作
り
出
す
こ
と
に
影
響
を
与
え
た
文
献
の
存
在
等
の
外
的
要
因
に
よ
る
も
の
な
の
か

と
い
う
問
題
は
解
明
し
得
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
白
波
と
は
別
の
他
の
様
々
な
異
名
の
成
立
と
も
関
係
付
け
て
考
察
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
更
に
目
を
異
名
だ
け
に
留
め
ず
、
漢
語
研
究
と
い
う
方
向
に
転
ず
れ
ば
、
唐
土
に
お
け
る
漢
語
の
用
法
と
は
異
な
る
用
法
が

本
邦
で
生
ず
る
場
合
、
そ
の
用
法
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
文
体
に
お
い
て
使
用
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
邦
独
自
の
用
法
が
あ
る
の
で
あ
れ
は
、
そ
の
用
法
の
成
立
等
が
個
々

の
漢
語
そ
の
も
の
の
問
題
な
の
か
、
或
い
は
そ
れ
ら
漢
語
の
間
に
何
ら
か
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
も
考
え
て
ゆ
か
ね
は

な
る
ま
い
。

注（
1
）
検
索
し
た
文
献
は
次
下
の
通
り
で
あ
る
。
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謝
霊
連
詩
索
引
（
興
膳
宏
霜
）
　
文
選
索
引
（
斯
波
六
郎
編
）
　
王
台
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
眞
共
編
）
　
孟
浩
然
詩
索
引

（
中
国
学
術
考
究
全
編
）
　
王
昌
齢
詩
索
引
（
芳
村
弘
道
稲
）
　
李
白
歌
詩
索
引
（
花
房
英
樹
編
）
　
王
維
詩
索
引
（
京
都
大
学
中

国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
扁
）
　
杜
詩
引
得
（
喰
悌
燕
京
学
杜
引
得
特
刊
）
　
等
参
歌
詩
索
引
（
新
免
恵
子
編
）
　
柳
宗
元
歌
詩
索

引
（
前
川
幸
雄
霜
）
　
李
商
隠
詩
索
引
（
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
李
商
隠
詩
索
引
編
集
正
編
）

こ
れ
ら
の
う
ち
李
白
歌
詩
・
杜
詩
を
除
い
て
白
波
の
用
例
は
拾
え
な
い
。

（
2
）
　
紀
長
谷
雄
の
こ
の
詩
序
に
よ
る
と
、
貞
観
十
四
（
八
七
二
）
年
、
文
章
博
士
巨
勢
文
雄
が
講
じ
は
じ
め
、
元
慶
元
（
八
七
七
）
年

に
巨
勢
文
雄
が
左
少
弁
に
移
っ
た
為
に
一
時
中
断
し
た
が
、
菅
原
道
真
に
よ
り
元
慶
三
（
八
七
九
）
年
か
ら
再
び
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
元
慶
五
年
四
月
に
講
じ
終
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
3
）
　
書
陵
部
蔵
後
漢
書
大
永
二
二
五
二
二
）
年
・
享
撃
二
二
五
三
〇
）
・
四
年
点
に
は
師
説
が
書
込
ま
れ
て
い
る
。
師
説
が
平
安

初
期
の
貞
観
・
元
慶
の
頃
に
成
立
し
ま
と
め
ら
れ
た
形
を
伝
え
て
お
り
、
大
学
寮
の
師
の
講
説
と
解
せ
ら
れ
た
小
林
芳
規
先
生
の
説

（
『
附
駈
炉
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
六
七
七
頁
以
降
）
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

（
4
）
　
用
例
は
、
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編
『
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
　
本
文
・
研
究
篇
』
　
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
、
和
泉

書
院
）
　
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
　
青
木
伶
子
編
『
禁
方
丈
記
総
索
引
』
（
昭
和
四
十
年
十
月
、
武
蔵
野
書
院
）
に
よ
る
。

（
6
）
　
『
真
名
本
曽
我
物
語
』
　
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
日
、
勉
誠
社
）
か
ら
用
例
を
採
る
。

（
7
）
　
小
沢
正
夫
・
後
藤
重
郎
・
島
津
忠
夫
・
樋
口
芳
麻
呂
共
著
『
袋
草
紙
注
釈
　
上
』
　
（
昭
和
四
十
九
年
三
月
、
塙
書
房
）
。

（
8
）
　
榊
原
邦
彦
他
霜
『
今
鏡
本
文
及
び
総
索
引
』
　
（
笠
間
索
引
叢
刊
輿
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
）
。

（
9
）
　
但
し
、
白
波
の
出
典
に
つ
い
て
は
後
漢
書
を
そ
れ
に
あ
て
ぬ
註
釈
が
あ
る
。
例
え
は
、
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
は
後
漢
書
の
他
に

文
選
を
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
文
選
出
典
説
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
又
、
細
川
幽
斉
は
伊
勢
物
語
関
疑
抄
の
中
で
「
ぬ
す
人
を
白
波
と
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い
ふ
は
、
荘
子
よ
り
お
こ
れ
り
。
」
と
言
う
。

（
1
0
）
　
現
代
の
注
釈
書
煩
等
の
中
で
は
、
小
林
忠
雄
氏
（
「
国
文
学
」
四
巻
十
三
号
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
）
、
南
波
浩
氏
（
日
本
古

典
全
書
『
伊
勢
物
語
』
補
注
、
昭
和
三
十
五
年
七
月
）
、
森
本
茂
氏
（
『
伊
勢
物
語
全
釈
』
昭
和
五
十
六
年
七
月
）
が
盗
人
の
意
を

含
め
て
解
釈
せ
ら
れ
る
。

（
1
1
）
　
源
俊
頼
の
父
経
信
を
作
者
名
と
し
て
有
す
る
「
和
歌
知
屈
集
」
に
お
い
て
も
「
シ
ラ
ナ
ミ
」
を
盗
人
の
意
を
含
め
て
解
釈
す
る
。

し
か
し
、
本
書
が
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
と
し
て
源
経
信
に
仮
託
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
現
在
、
古

註
釈
書
に
お
け
る
「
シ
ラ
ナ
ミ
＝
盗
賊
」
説
は
俊
頼
髄
脳
を
最
古
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
誓
．
注
（
7
）
文
献
、
五
一
五
頁
。

（
1
3
）
　
鈴
木
一
雄
『
堤
中
納
言
物
語
序
説
』
≡
○
頁
、
昭
和
五
十
五
年
九
月
、
桜
楓
社
。

（
望
　
拙
稿
「
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
別
名
の
性
格
－
古
往
来
に
お
け
る
使
用
量
と
使
用
場
面
の
分
析
を
通
し
て
ー
」
鎌
倉
時
代
語
研
究

第
八
韓
、
昭
和
六
十
年
五
月
。

（
1
5
）
　
続
群
書
類
従
巻
第
五
百
廿
九
所
収
。
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

〔
補
註
〕

本
邦
に
於
い
て
「
白
波
賊
」
と
い
う
形
で
文
献
に
見
ら
れ
る
も
の
に
治
承
五
（
二
八
〓
年
の
次
の
例
が
あ
る
。

宣
旨
。
肥
後
国
住
人
藤
璽
同
直
。
頃
年
以
来
。
慈
振
二
武
威
・
一
。
忽
背
二
皇
化
・
重
曹
本
住
之
州
県
・
一
既
及
二
傍
国
之
郷
土
・
一
偏
任
二
狼
戻

之
心
ご
芳
成
二
烏
合
之
群
一
加
レ
之
海
路
設
二
白
波
之
賊
徒
ご
陸
地
結
二
緑
林
之
党
輿
不
レ
論
二
庄
公
・
奪
取
乃
貢
ノ

（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
朝
文
集
所
収
「
安
徳
天
皇
追
討
藤
原
高
直
宣
旨
」
）

又
、
「
白
波
」
の
字
音
託
し
た
形
で
の
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
次
の
も
の
を
見
出
し
た
。

今
日
依
院
宣
、
仰
海
賊
追
討
事
、
先
注
仰
詞
、
内
覧
殿
下
、
次
院
奏
、
次
詣
左
府
亭
奉
下
之
、
即
被
返
給
下
官
、
々
々
下
知
大
夫
史



㈲立庇の名異賊盗波白

了
、仁

安
二
年
五
月
十
日
　
宣
旨
、

如
聞
、
近
日
東
山
駅
路
、
緑
林
之
景
競
起
、
西
海
洲
渚
、
白
波
之
声
不
静
、
戎
奪
取
運
漕
之
租
税
、
戎
殺
害
往
来
之
人
民
、
論
之

朝
章
、
如
無
皇
化
、
宜
仰
権
大
納
言
平
卿
、
令
追
討
東
山
東
海
山
陽
南
海
道
等
賊
徒
、

蔵
人
頭
権
右
中
弁
平
信
範
奉

（
増
補
史
料
大
成
所
収
兵
範
記
仁
安
二
年
五
月
十
日
）

〔
附
記
〕
本
稿
を
成
す
に
当
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
様
々
に
御
指
導
賜
っ
た
。
又
、
森
野
繁
夫
先
生
、
柳
田
征
司
、
沼
本
克
明

両
氏
に
も
貴
重
な
る
ご
意
見
を
頂
い
た
。
更
に
、
妹
尾
好
信
、
尾
久
田
真
弓
、
西
本
寮
子
各
氏
に
は
有
益
な
御
助
言
を
頂
き
、
高
永
茂
氏

に
も
御
助
力
頂
い
た
。
山
田
智
恵
子
氏
に
は
何
か
と
お
世
話
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
並
べ
記
し
て
謹
ん
で
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
国
語
学
国
文
学
助
手
）

引



(14)

Akitsuna. Rinshi believed that monoto (?LS nurse), menotogo ( %M=¥-

nurse's son or daughter) andyashinaigimi ( ftH" nurseling) must have co-

operated with one another all through their lives. And thatAkitsuna achiev-

ed the menotogo post of Princess Teishi, which insured his future prosperity.

'Hakuha and Shiranami'

---The Origin of a Poetic Euphemism of Robbers

Takuji HARA

At the end of the Later Han dynasty, Chinese peasants rose up in the

Yellow Turban Revolt. The Revolt was suppressed but the survivors occupied

the bdibogii (fiSS ) on the xihe (SM) running southeast offinchengxian

(J&SiJft ) in shanxlsheng (UJH4O and looted the neighborhood. They

were called 'the robbers of baibo ( fi& )' probably after the name of their

base. These events were well-known to the Japanese from ancient times and

traditionally since then in Japan, robbers have sometimes been known as

'Hakuha' (in Jion-doku style pronunciation) or 'Shiranami' (in Kun-doku

style pronunciation).

The purpose of this article is to discuss the following three problems.

(1) When did 'Hakuha' and 'Siranami' begin to be used to mean a poetic

euphemism of robbers?

(2) Where did this usage come into existence, in China or in Japan?

(3) Who in Japan used 'Hakuha' in Jion-doku style pronunciation and who

used 'Shiranami' in Kun-doku style pronunciation?

tosho-seibi-repo
長方形




